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誰
10

各
地
形
帆
L,
よ
っ
て
帆
向
と
渥
舷
と
の
捌
係
を
考
察
し
た
ら
'
ヒ
ン
ト
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
で
あ
､h
う
｡

三
､
土
地
の
利
用

四
'
産

黄

玉
'
交

通

六
㌧
釆

落

第
六
間
は
揃
町
村
別
十
月
薗
-
人
口
密
皮
分
布

同
で
あ
る
(
昭
利
元
年
)

U
順
平
均
は
五
十
四
人

1

分
で
あ
る

証
1
｡
筑
紫
中
野
の
農
業
匿
は
概
し
て

察
庇
が
大
き
い
が
､
多
良
岳
火
山
裾
野
､
大
町

･

北
方

･
厳
木

･
和
知

｡
北
波
多

｡
酉
川
代
の
炭
坑

地
'
武
雄

･
嬉
野
の
温
泉
地
'
有
田
の
陶
工
地
及

び
唐
津
町

｡
値
突
付
等
は
小
さ
い
｡
脊
振
山
地
の

三
渦

｡
北
山
の
両
村
は
各
六
十
三
人
八
分
､
五
十

九
人
二
分
と
大
き
夜
繊
比
を
有
す
る
乙
と
は
注
目

す
べ
き
事
項
で
あ
ら
う

｡
此
の
頃
の
説
明
に
就
い

て
は
多
大
の
困
難
を
感
じ
て
ゐ
る
｡
御
指
数
を
仰

ぎ
皮
5
.
0
寮
監
の
大
き
夜
町

･
村
と
小
ぷ
い
町
村

詣

瀬

二
五



地

球

餅
十
四
怨

考
が
す
と
次
の
如
-
で
あ
る
O

A
p
密
度
の
大
P
,い
町
付
(
六
十
五
人
以
上
)

ー八

砿
丁
附
利

六
九
･
1rT17

農
村

細

埼

町

六
九
･〇

商
･農

押

上

利

六
七
二

農
村

名
護
屋
柑

六
五
･九

漁
･蔑

堵

野

村

六
寧

六

農
村

B
､
密
度
の
小
在
る
町
村
(
五
十
人
以
下
)

人

龍
玉
村

四

七

･
〇

農
村

北
波
多
村

四

七

三

炭
坑
地

節
的
敬

重

(

I
.
言

第
七
閲
は
市
町
村
別

一
月
曹
-
宅
地
両
横
の
分
布
で

大 値 有 価 北 朝

町 袈 田 津 方 知

村 村 町 町 村 対

四
七
･九

か

四

八

二

ク

四
八
･
二

商
･工

凹
八
･
四

製
陶
･商

四
八
･入

漁

･農

四
九
･
〇

炭
坑
地

靴
ュ

姉
川
十
八
回
帝
閥
統
計
舛
鑑
に
ょ
れ
ば

示

畔
に
付

き
人
日

放
は
･
内
地
平

均
誉

0
<
､
佐
到
瀞
は
誉

三
で
あ
る
｡
瓜

も
大
き
い
の
は
山
形

･六
･
T
.
宮
城
六
･
〇
､
で
故
も
小
さ
い

の
は
仏
収
糾
二

で
あ
る
｡



あ
る
｡
階
級
置
分
に
メ
ー
ト

ル

法
を
用
S
な
か
っ
た
の

は
既
は
徴
表
ru
れ
た
研
究
文
と

の
此
轍
に
便
せ
ん
為
で

あ
る
｡
筑
紫
平
野
の
農
業
地
方
妓
び
脊
振
山
地
は
購
い

宅
地
を
有
す
る
が
､
佐
磐
､
鳥
栖
､
唐
津
､
伊
寓
旦
'

鹿
島
の
商
工
地
'
古
枝
の
門
前
町
､
大
町

･
北
方

･
厳

木

｡
相
知

｡
北
波
多

･
西
山
代
の
炭
坑
聖

名
謎
屋
∴

呼
子

｡
湊
の
漁
村
'
有
附
の
製
陶
地
等
は
狭

い
宅
地
に

甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
宅
地
の
狭
小
を
町
村
と

旗
大
在
町
村
を
ボ
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
｡

A
t
狭
小
な
町
村
(
三
畝
以
下
)

坪

大

町

村

三
〇
･
四

北

方

祁腐腰呼磨西

知枠木千津

村

凹
九
･玉

村

六
〇
三

村

六
三
｡
○

柑

七
二
･
〇

柑

七
二
｡
四

町

七
二
･八

代

七
四
｡八

佐

賀

市

有

枝

村

有

田

町

名
護
屋
相

性

志

村

伊
蕃
里
町

馳

王

村

有

内

相

坪

七
七
･
三

＼

七
九
･三

八

一
｡三

八

一
･八

八

丁
八

八

一
･
八

八
九
･四

八
九
･人

多

久

村

金

立

村

麓

村

岡
多
久
村

三
日
月
村

鍋

島

柑

仁
此
山
村

北
茂
安
村

粟
川
副
相

川

上

柵

田

代

柑

坪

二

一五
･

九

7
七
八
･
二

1
六
九
･式

〓
ハ
七
･三

一
六
四
･八

一
六
三
･八

一
正
九
･四

]
五
九
･三

1
五
八
･九

l
五
七
･六

1
五
〇
･七

三

瀬

村

三

川

柑

兼
脊
振
村

大

川

村

立

鳥

羽

本

庄

柑

胡

11
韮
四
･
四

一
五
四
･三

一
五
三
･
日

山
五
三
･
四

1
五
二
･七

一
五
二
･
四

境

野

付

1
末
二
･
二

鋸

柑

一'五

二
二

三
匹~
川
村

1
五

l
二

久

里

村

｣
五
七
･
二

B
､
焼

い
町
村
(
五
畝
以
上
)

仇

懲

僻

の
地

租

多
久
相
の

一
月
潜
み
七
畝
を
越
す
の
は
懲
武
家
尾
数

多
-
'
且
つ
商
家
の
少
い
の
は
よ
る
の
で
あ
ら
う
｡
大

町

｡
北
方
が

山
畝
及

小
潮
牛
の
小
宅
地
に
な
る
の
は
､

現
在
稼
業
中
の
炭
坑
中
心
地
在
る
馬
に
､
労
働
者
の
長

屋
住
居
が
多

い
の
が
敢
太
原
因
で
あ
る
ら
し
い
｡
有
田

町

･
相
は
鹿
家
少
-
.
有
田
川
峡
谷
に
沿
う
た
烏
旗

い

宅
地
の
駄
裕
な
-
呼
子

･
基
護
屋
は
丘
陵
地
沈
降
海
岸

の
特
色
を
よ
i
不
し
､
平
地
少
-
､
傾
斜
両
は
辛
じ
て

こ
完

.
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地

域

恥
十
1--1
懲

鰐
川
助

二
八
〇

三
八

漁
村
が
出
凍
て
ゐ
る
rJ
と
恕
現
は
し
て
ゐ
る
｡

第
五
､
六
囲
む
地
球
第
十
三
巷
第

一
批
所
載
の
範

山

二
三

､
四
軌
と
比
瞳
研
究
し
､
堅

ハ商
及
本
文
の
東
低

修
件
等
む
参
考
と
す
れ
ば
､
佐
賀
僻
地
方
人
口
分
布
及

吐
清
の

一
紬
を
推
察
す
右
rJ
と
が
出
氷
る
で
あ
ら
う
｡

主
な
堺
日
計
摘
記
す
れ
ば
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

A
､
筑
紫
平
野
は
農
を
,H
業
と

し
て
ゐ
る
が
人
口
密

度
極
め
て
大
で
､
飽
和
鮎
に
達
し
'
或
は
飽
和

鮎
近
-
ほ
あ
る
町
村
も
少
-
な

い
O
(

勿
論
現
在

の
枇
骨
状
態
､
産
業
組
織
は
放
て
斯
-
い
へ
る

の
〔み
で
あ
る
が
)

B
.
現
任
人
口
は
本
籍
人
口
よ
JJl
少
-
'
毎
十
月
箇

人
口
は
五
十
五
人
以
上
で
'
殊
に
梱
埼

｡
境
野

両
町
村
ほ
て
は
六
十
五
人
以
上
で
あ
る
｡
託
2

C､
宅
地

｡
田
地
の

1
月
沓
･a
面
積
は
普
通
以
上
で

田
地
ほ
で
は

一
町
歩
を
越
え
最
も
制
令
の
大
き

い
地
で
あ
る
｡
託
3
然
し
'
小
作
地
79
朝
常
の

.
割
合
を
占
め

t･'ゐ
る
O

D
t
右
の
申
､′
鳥

栖
･
基
山
地
方
は
岡
地
の
割
合
精

々
小
.ru
-
､
小
作
地
は
牛
以
上
に
及
び
､
人
目

E
､

F
､

G
､

H
､

Ⅰ
ヽ

多
-
､
且
つ
儀
藩
時
代
の
政
治
の
方
法
等
の
紺

係
か
ら
､
小
作
辞
範
の
頻
発
す
る
班
由
も
幾
分

か
了
解
ru
れ
る
で
あ
ら
う
｡

鳥
栖

｡
佐
製
は
帯
締
地
を
な
し
'
他
よ
-
の
寄

留
者
多
-
t
d人
口
密
庇
も

1
千
人
以
上
に
遵
す

る
が
､

一
月
常
人
口
.
宅
地
両
横
は
蝕
む
大
で

覆
い
｡

脊
振
山
地
は
田
地
の
劃
各
は
精
々
小
さ
い
が
へ

自
作
地
が
多
-
､
宅
地
は
四
畝
以
上
で
､

一
月

皆
人
口
は
平
均
数
近
-
､
人
口
密
皮
は
甚
だ
小

n
い
｡

七
山
.･
三
瀬
の
開
村
は
田
地
面
積
(
一
月
曹
)磨

-
自
作
地
多
-
.
宅
地
も
頗

い
が
p

一
月
普
人

口
は
少
覆
い
.

松
浦
炭
田
地
は
炭
坑
地

･
於
浦
川
沿
岸
及
び
海

岸
地
の
み
人
口
密
度
大
で
.
宅
地
面
積
は
小
さ

い
｡
田
地
は
狭
-
'
自
作
地
が
牛
以
上
で
あ
る

呼
子

･
名
護
届
地
方
は
'
田
地
は
自
作
地
が
多

い
が
両
種
狭
小
で
､
宅
地
も
小
さ
し
､

1
1月
皆

人
口
は
多

い
｡
而
し
て
人
口
鮮
度
も
大
き
い
b



l
､
現
任
人
口
は
本
籍
人
目
よ
･｡
多
-
､
次
境
地
の

.*
力
需
要
を
あ
ら

は
し
て

ゐ
る
｡

K
p
大
町
柑

･
北
方
村

･
相
知
相

は
現
任
人
口
は
本

籍
人
口
よ
-
五
十
%
以
上
も
多
-
'
宅
地
は
二

畝
を
越
え

な
い
O
十
月
常
か
人
口
は
五
十
人
に

達
し
な

い
が
'
人
口
密
度

は
大
F
J-
､
大
町
相

の
如
き
は
'
現
任
人
口
は
本
籍
人

口
の
二
可
四

十
五
%

､

l
戸
嘗
宅
地
面
積
は
三
十
坤
四
合
､

十
月
雷
人
口
四
十
九
人
､
人
口
密
度

は

1.
万
粁

一
千
汀
九
十
人
で
あ
る
｡

･

L
.
多
良
岳
火
山
裾
野
は
田
地
狭
く
､
小
作
地
多
-

宅
地
も
四
畝
以
下
で
あ
る
｡
然
し
､

tL
声
曽
-

人
口
少
-
､
人
口
密
度
も
小
r
u
5,｡

M
p
多
良
相
は
田
地

一
月
管
玉
反
七
畝
'
自
作
地
は

二
十

1
%
'
宅
地
は

.[
声

常
田
坤
.
十
月
常
人

口
五
十

一
人
九
で
､
人
口

密
度
は

一
方
粁
官
十

六
人
で
あ
る
｡

駄
2

女
吋
に
付
き
胡
人
口
は
内
地
で
は
氷
JIEi解
け
十
三
｡
八
%
Iで

政
も
多
-
'
北
粘
泣
'
榊
奈
川
､
大
阪
の
そ
れ
ん
＼
百
九
｡

･
四
%
'
甘
九
ユ
ニ
〆て

甘
八
｡八
%
が
之
に
次
い
で
ゐ
る
｡
最

仏

教
粉

の

地

川

も
少
を
は
沖
純
株
の
九
iI
二
%
瓦
で
､
施
鬼
偽
'
繊
賀
の
井

に
九
十
円
%
T
が
之
に
次
い
で
ゐ
る
O
佐
賀
株
は
九
十
六
%

立
で
あ
る
C'
瀬
の
こ
と
を
探
-
研
究
す
る
な
ら
ば
如
何
な
る

地
が
人
口
将
加
し
､
如
何
な
る
地
が
人
口
聯
加
の
停
鞘
或
は

減
少
の
傾
向
あ
.･Q
か
知
-
狩
る
で
あ
ら
ら
｡
勿
論
此
の
場
合

に
は
現
任
人
目
の
将
如
上
'
本
籍
人
目
の
将
加
と
は
匪
別
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
L

許
3

内
地
に
て
ほ
;
戸
鮪
平
均
に
て
E
地
は
五
戊
大
助
t.宅
地
は

宵
坪
六
介
で
'
佐
袈
牌
は
目
地
は
七
反
九
畝
､
宅
地
は
げ
十

坪
七
合
で
あ
る
｡
(内
地
屯
地
平
均
は
7
世
特
に
付
き
)

七
､
地

理

匡

八
'
結

.
請

前
述

し
た
要
項
は
私

の
麓
街
'
文
厭
に
よ
っ
て
得
た

事
項
と
何
等
の
矛
盾
を
-

一
致
す
る
｡
故
に
'
他
の
例

密
を
あ
げ
て
参
考
と
な
し
'
説
明
に
攻
で
進
ま
ん
と
考

へ
ね
こ
と
も
あ
っ
た
｡
然
し
乍
ら
'
初

め
の
考
が
簡
明

,JJb
ま
で
澄
む
目
的
を
有
L
を
か
っ
ね
か
ら
'
記
述
を
主

と
し
た
｡
此
ほ
は
地
排
撃
的
研
究
決
に
よ
ら
凡
と
努
め

た
の
み
で
あ
っ
て
､
地
相
撃
的
研
究
む
終

へ
た
の
で
は

な

い
乙
と
む
明
か
は
し
て
視
-
.
(
地
軸
撃
的
研
究

は
地

詩
撃
的
研
究
で
布
け
れ
ば
を
ら
覆

い
｡
地
誌
撃
的
研
究

完
1

三
九



地

璃

節
十
四
谷

は
地
坪
匿
は
よ
ら
怒
け
れ
ば
在
ら
ぬ
)
地
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